
 

平成 24 年９月 

警 察 庁 

 

ヤミ金融事犯の検挙状況 
 

１ ヤミ金融事犯の検挙状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注  ヤミ金融事犯には、出資法違反（高金利）、貸金業法違反、貸金業に関連した詐欺、恐喝、

暴行等を計上している。 

 

２ 主な検挙事例 

(1) クレジットカードのショッピング枠現金化及び金地金販売を仮装した出資法違 

反事件（大分） 

無登録貸金業者は、平成 21 年 10 月から 24 年１月までの間、約 1,500 人に対し、 

クレジットカード決済による商品の売買を仮装し、商品販売代金の一部をキャッ

シュバック金名目で顧客に払い戻す方法及び金地金の売買を仮装し、金地金の買

取代金名目で顧客に支払う方法で実質的に金銭の貸付けを行い、商品販売価格と

顧客に払い戻した金額との差額及び金地金販売価格と顧客に支払った金額との差

額合計約 5,800 万円を利息相当分の利益として受領した。24 年４月までに、５人

を出資法違反(超高金利・脱法行為)及び貸金業法違反(無登録営業)で検挙した。 

(2) 中小企業を対象とした貸金業法違反、出資法違反及び組織的犯罪処罰法違反事 

件（大阪、岡山）                   

無登録貸金業者は、平成 22 年４月ころから 23 年９月ころまでの間、中小企業

経営者を対象に、ファックスや電話で融資を勧誘し、約 340 人に対し、あらかじ

め返済金相当額の小切手を振り出させるなどした上、法定利息の約 30 倍～55 倍

で金銭を貸し付け、約３億 2,000 万円の元利金を、他人名義の口座へ振込送金さ

せる方法又は予め振り出させた小切手の支払いを受ける方法で受領した。24 年５

月までに、９人を貸金業法違反（無登録営業）、出資法違反（超高金利）及び組

織的犯罪処罰法違反（事実の仮装）で検挙した。 
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H20 H21 H22 H23 H24

上半期検挙事件数 年間検挙事件数

上半期検挙人員 年間検挙人員

(事件) (人)

H20 H21 H22 H23 H24上

検挙事件数 437 442 393 366 176

検 挙 人 員 860 815 755 666 242

被 害 人 員 141,394 94,211 76,575 50,334 12,727

被 害 額 293億3,378万円 198億3,095万円 115億1,065万円 117億5,516万円 49億9,281万円

口 座 凍 結 の た め の

情 報 提 供 件 数 10,171 10,675 13,585 21,006 12,101

資料４ 


